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【講師用資料】

反社会的勢力との取引を防ぐ 【１ページ】

進行シナリオ

本日は「反社会的勢力との取引を防ぐ」について、研修を行います。

研修の時間は15分程度ですので、学習したことをしっかり覚えるようにしてくだ

さい。

また、お配りした資料は、私の指示に従って、めくってください。勝手にめくって

読み進めないようにお願いします。

では、資料を1枚めくって、2ページを見てください。

1 タイトルと研修の注意事項（以下）を話す。

2 資料を一枚めくる。
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【２ページ】

進行シナリオ

この研修は、周囲の人と意見交換しながら進めていきます。研修中には、いく

つかの質問があります。正解・間違いは問いませんので、周りの人と積極的に

意見交換してください。

では、3ページに移ってください。

1 研修の目的（以下）を話す。

2 3ページに移る。
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【３ページ】

進行シナリオ進行シナリオ進行シナリオ

1 以下を話す。

反社会的勢力とは
反社会的勢力とは、暴力や詐欺的手法による不当な要求で経済的利益を追
求する集団や個人のことです。反社会的勢力やその関連企業は、一般的な企
業のふりをして企業に接近し、取引を持ち掛けることがあります。

では、4ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【４ページ】

進行シナリオ

さて、皆さんに1つ目の質問をします。

「反社会的勢力と取引してしまった場合、どのようなことが起きるでしょう

か？」

30秒程度で、考えてみてください。

1 問題を出す。（以下を話す）

意見がなかなか出ない場合は、「たとえば、相手ははじめ

のうちは穏やかな対応をしていても、徐々に不当な要求を

するようになるかもしれません。ほかにはどのようなことが

起こると思いますか」など、発言をしやすい問いかけを行っ

てください。

4 資料を一枚めくる。

2 30秒程度待ち、以下を話す。（1名に発表してもらう）

3 発表を聞いて、以下を話す。

ありがとうございました。では、資料を1枚めくって、5ページで解答を確認して

みましょう。

いろいろな意見が出たようですね。

反社会的勢力と取引してしまった場合、どのようなことが起きるかを発表して

ください。
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【５ページ】

進行シナリオ

1 解答を話す。（以下を話す）

次のような状況になるおそれがあります。

• 不当な要求をするようになる

• 要求がエスカレートする、要求を受け入れさせるために威圧的な態度をとら
れたり、暴力を受けたりする

• 従業員が暴力や暴言の被害にあう

反社会的勢力と取引していることが明らかになった場合、次のような状況にな
り、経営が立ち行かなくなるおそれがあります。

• ほかの企業から取引を停止される

• 金融機関から融資を拒否される

• （上場企業の場合）上場廃止になる

• 暴力団排除条例に基づいて、自治体から勧告される、社名公表される

では、6ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【６ページ】

進行シナリオ

1 以下を話す。

反社会的勢力はどのように接近してくるか
反社会的勢力やその関係企業は、電話や訪問などで、ごく普通の営業担当者
を名乗り、次のような手口で接近することがあります。
例
• 急いで契約したいと焦らせる
• 利益の大きい取引であることを匂わせる
• チャリティーイベントや地域活動のスポンサーの協力依頼など、正当な活動
に見せかける

では、7ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【７ページ】

進行シナリオ

1 以下を話す。

取引相手をチェックする
取引相手は巧妙に自身が反社会的勢力であることを隠そうとします。
このため、取引相手の確認（反社チェック）が必要です。反社チェックは法務部
門が行うこともありますが、実務担当者が行えるチェックもあります。いくつか
のポイントを紹介します。

では、8ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【８ページ】

進行シナリオ進行シナリオ進行シナリオ

1 以下を話す。

実務担当者が行うチェックのポイント
インターネットでの情報検索、登記情報の確認などで次のような情報を収集し
ましょう。
例
• 代表者氏名
• 役員
• 組織体制
• 従業員数
• 売り上げ規模
• 主要取引先
• 経営状態（信用情報）など

取引先の業務内容や企業規模などに不審な点はないか、頻繁に業務内容や
事務所の所在を変更していないかなどを確認します。

では、9ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。



代理店限り

代理店限り

9

【９ページ】

進行シナリオ進行シナリオ進行シナリオ

1 以下を話す。

反社条項（暴排条項）の重要性
反社条項（暴排条項）とは、契約書の条項で、相手が反社会的勢力でないこと
や暴力的な要求行為をしないことなどを相互に示すものです。
反社条項を含めておけば、契約後に相手が反社会的勢力であることがわかっ
た場合、条項を理由に契約を終了できます。

反社条項（暴排条項）を含めなかった場合、相手は取引を継続し、関係を遮断
することが困難になります。
契約書には必ず反社条項（暴排条項）を含めましょう。

では、10ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【１０ページ】

進行シナリオ進行シナリオ進行シナリオ

1 以下を話す。

相手が反社会的勢力とわかったら
すみやかに相手との関係を遮断しなければなりません。対応は、契約前と契
約後で異なります。

■契約前
「契約を取り交わさないことにした」と相手に伝えた後、連絡を終了します。相
手に理由を伝える必要はありません。
もし、相手がしつこく契約を求める場合は、法務部門や相談窓口などに相談し
てください。

■契約後
暴排条項や誓約書などを理由に契約を終了します。相手との対応は、現場担
当者、法務部門、顧問弁護士、役員などで構成する専門のチームが行います。

では、11ページに移ってください。

2 資料を一枚めくる。
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【１１ページ】

進行シナリオ進行シナリオ進行シナリオ

1 以下を話す。

まとめ

• 反社会的勢力と取引すると、相手は不当要求をしたり、その要求をエスカ

レートさせるおそれがあります

• 反社会的勢力との取引を防ぐために、事前に取引先をチェックし、不審な点

がないかを確認します

• 相手が反社会的勢力とわかったら、すみやかに相手との連絡を中止します

2 まとめの言葉を話す。（以下を話す）

反社会的勢力に関わらないことが、あなたと会社の未来を守る第一歩です。

では、12ページに移ってください。

3 資料を一枚めくる。
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【１２ページ】

進行シナリオ

会社と働く人たち、その家族を守るのは、あなたのコンプライアンス行動です。

以上で、本研修は終わりです。お疲れ様でした。

1 締めの言葉を話す。（以下を話す）
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